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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のソース線と複数のソース入力端子とを備え、複数のソース線のそれぞれが前記複
数のソース入力端子のうちのいずれかに接続されるように構成された表示パネルを駆動す
る表示ドライバであって、
　前記表示パネルの前記ソース入力端子に接続されるソース出力端子と、
　前記ソース入力端子に供給するソース信号を生成するように構成されたソースドライバ
回路と、
　静電容量検出回路に接続される接続配線と、
　セレクタ
とを具備し、
　前記静電容量検出回路は、前記接続配線と前記セレクタとを介して前記静電容量検出回
路に接続された導電体の静電容量を示し、前記表示パネルに物体が接触するタッチイベン
トの検出に用いられる静電容量データを生成するように構成され、
　前記セレクタは、前記ソースドライバ回路と前記接続配線とを含む複数の接続先のうち
のいずれかに前記ソース出力端子を選択的に接続するように構成され、
　前記ソースドライバ回路と前記接続配線と前記セレクタとが、同一の半導体チップに集
積化された
　表示ドライバ。
【請求項２】
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　前記セレクタは、前記表示パネルの前記ソース入力端子に前記ソース信号を供給する駆
動動作が行われるときに前記ソース出力端子を前記ソースドライバ回路に接続し、前記タ
ッチイベントの検出が行われるときに前記ソース出力端子を前記接続配線に接続するよう
に構成された
　請求項１に記載の表示ドライバ。
【請求項３】
　前記表示パネルは、第１検出電極と第２検出電極とを含み、
　前記静電容量検出回路は、前記第２検出電極に接続され、
　当該表示ドライバは、更に、送信側ドライバを備え、
　相互容量方式によって前記表示パネルに物体が接触するタッチイベントの検出を行う場
合、前記送信側ドライバは、前記第１検出電極に供給すべき駆動電圧を生成し、前記セレ
クタは、前記ソース出力端子を前記送信側ドライバに接続し、前記静電容量検出回路は、
前記第１検出電極と前記第２検出電極の間の静電容量を検出して前記静電容量データを生
成する
　請求項１に記載の表示ドライバ。
【請求項４】
　複数のソース線と、複数のソース入力端子とを備える表示パネルと、
　前記複数のソース線に供給するソース信号を前記複数のソース入力端子に供給するソー
スドライバ回路と、
　静電容量検出回路と、
　前記静電容量検出回路に接続された接続配線と、
　前記表示パネルに物体が接触するタッチイベントの検出を行うように構成されたコント
ローラと、
　前記複数のソース入力端子を、前記ソースドライバ回路と前記接続配線とを含む複数の
接続先に選択的に接続するように構成されたセレクタ
とを備え、
　前記静電容量検出回路は、前記接続配線と前記セレクタとを介して前記静電容量検出回
路に接続された導電体の静電容量を示し、前記コントローラにより前記タッチイベントの
検出に用いられる静電容量データを生成するように構成され、
　前記ソースドライバ回路と前記接続配線と前記セレクタとが、同一の半導体チップに集
積化された
　表示装置。
【請求項５】
　前記表示パネルが、更に、
　　複数の共通電極と、
　　前記複数の共通電極の各共通電極と、前記複数のソース入力端子のうちの前記各共通
電極に対応する少なくとも一の対応ソース入力端子との間に接続された第１スイッチ
とを備え、
　前記ソース信号を前記ソース線に供給する駆動動作が行われる場合、前記セレクタが前
記複数のソース入力端子を前記ソースドライバ回路に接続し、前記第１スイッチが前記各
共通電極と前記複数のソース入力端子とを電気的に切り離し、
　前記タッチイベントの検出が行われる場合、前記セレクタが前記複数のソース入力端子
を前記静電容量検出回路の入力に接続し、前記第１スイッチが前記各共通電極と前記対応
ソース入力端子とを電気的に接続する
　請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　更に、共通電圧を生成する共通電圧生成回路を具備し、
　前記表示パネルが、更に、
　　前記共通電圧を前記共通電圧生成回路から受け取る共通電圧入力端子と、
　　前記共通電圧入力端子と前記複数の共通電極との間にそれぞれに接続された第３スイ
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ッチ
とを備え、
　前記駆動動作が行われる場合、前記第３スイッチが、前記複数の共通電極と前記共通電
圧入力端子とを電気的に接続し、
　前記タッチイベントの検出が行われる場合、前記第３スイッチが、前記複数の共通電極
と前記共通電圧入力端子とを電気的に切り離す
　請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記複数の共通電極が、複数の行及び複数の列に並んで配置されている
　請求項５に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記表示パネルが、更に、前記ソース線が延伸する方向に延伸する複数の接続ラインを
備え、
　前記各共通電極は、前記複数の接続ラインのそれぞれが、前記複数の共通電極のうちの
単一の共通電極に接続されるように、前記複数の接続ラインのうちの少なくとも一に接続
され、
　前記各共通電極と前記対応ソース入力端子の間に接続された前記第１スイッチが、前記
複数の接続ラインのうち前記各共通電極が接続された接続ラインと前記対応ソース入力端
子の間に接続されている
　請求項７に記載の表示装置。
【請求項９】
　更に、共通電圧を生成する共通電圧生成回路を具備し、
　前記表示パネルが、更に、
　　前記共通電圧を前記共通電圧生成回路から受け取る共通電圧入力端子と、
　　前記共通電圧入力端子と前記複数の接続ラインとの間にそれぞれに接続された第３ス
イッチ
とを備え、
　前記駆動動作が行われる場合、前記第３スイッチが、前記複数の共通電極と前記共通電
圧入力端子とを電気的に接続し、
　前記タッチイベントの検出が行われる場合、前記第３スイッチが、前記複数の共通電極
と前記共通電圧入力端子とを電気的に切り離す
　請求項８に記載の表示装置。
【請求項１０】
　複数のソース線と、
　表示ドライバから前記複数のソース線に供給されるソース信号を受け取る複数のソース
入力端子と、
　複数の共通電極が複数の行及び複数の列に並んで配置されたアレイと、
　前記アレイの中に設けられ、それぞれが、前記複数の共通電極の各共通電極と、前記複
数のソース線のうちの前記各共通電極に交差する少なくとも一の対応ソース線との間に接
続された複数の第１スイッチとを具備する
　表示パネル。
【請求項１１】
　更に、
　共通電圧を表示ドライバから受け取る共通電圧入力端子と、
　前記共通電圧入力端子と前記複数の共通電極との間にそれぞれに接続された第３スイッ
チ
とを備える
　請求項１０に記載の表示パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、表示ドライバ、表示装置及び表示パネルに関し、特に、タッチイベントの検
出が行われる表示装置、及び、それに用いられる表示ドライバ及び表示パネルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の表示装置は、表示パネルへの物体（典型的にはユーザの指）の接触、即ち、タッ
チイベントを検出するように構成されることがある。例えば、スマートフォンやタブレッ
トのようにユーザが表示画面を触れることによって操作される端末に搭載される表示装置
は、タッチイベントの検出を行うように構成される。
【０００３】
　タッチイベントの検出を行う方法の一つが、静電容量方式である。静電容量方式では、
電極に導電体（例えば、ユーザの指）が近接すると当該電極の容量が変化することを利用
して物体がタッチパネルに接触した位置の検出を行う。静電容量方式には、個別の検出電
極の静電容量を検出する自己容量方式と、送信電極と受信電極との間の静電容量を検出す
る相互容量方式とがある。
【０００４】
　静電容量方式によってタッチイベントの検出を行う表示装置の典型的な構成の一つは、
タッチイベント検出に用いられる電極（以下、「タッチ検出電極」ということがある。）
を備えているタッチパネルを表示パネルの前面に設ける構成である。しかしながら、この
ような構成では、表示装置の体積が増大することから、タッチ検出電極を表示パネルに埋
め込むインセル(In-Cell)構成の検討が進められている。特に、液晶表示パネルについて
は、共通電極（対向電極）をタッチ検出電極として用いる構成が検討されている。
【０００５】
　インセル構成の表示パネルには、表示パネルに設けられる外部接続端子の数が増大する
という問題が生じ得る。インセル構成の表示パネルでは、タッチ検出電極の静電容量を検
出するために、タッチ検出電極のそれぞれに接続されている外部接続端子を設ける必要が
ある。これは、表示パネルに設けられる外部接続端子の数が増大することを意味しており
、表示パネルの実装における問題を生じさせ得る。
【０００６】
　この問題は、タッチイベントの検出に用いられるタッチコントローラと表示パネルのソ
ース線を駆動するソースドライバ回路とが同一チップに集積化されたタッチコントローラ
内蔵表示ドライバを使用する場合に特に重大になり得る。インセル構成の表示パネルを用
いる場合、表示パネルに設けられる外部接続端子の数が増大すると、表示パネルに接続す
べきタッチコントローラ内蔵表示ドライバの出力パッドの数も増大してしまう。これは、
タッチコントローラ内蔵表示ドライバのコストを増加させ得る。
【０００７】
　このように、インセル構成の表示パネルに設けられる外部接続端子の数の低減には、技
術的なニーズが存在する。
【０００８】
　なお、本発明に関連し得る技術として、特開２０１５－２２５３８１号公報は、自己容
量方式と相互容量方式との両方に対応したタッチ検出回路を開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０１５－２２５３８１号公報
【特許文献２】国際公開ＷＯ２０１３／１０００８８Ａ１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　したがって、本発明の目的は、インセル構成の表示パネルに設けられる外部接続端子の
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数を低減することにある。本発明の他の目的は、以下の開示から当業者には理解されるで
あろう。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一の観点では、複数のソース線と複数のソース入力端子とを備え、複数のソー
ス線のそれぞれが複数のソース入力端子のうちのいずれかに接続されるように構成された
表示パネルを駆動する表示ドライバが提供される。当該表示ドライバは、表示パネルのソ
ース入力端子に接続されるソース出力端子と、ソース入力端子に供給するソース信号を生
成するソースドライバ回路と、入力に接続された導電体の静電容量を検出するように構成
された静電容量検出回路の入力に接続される接続配線と、セレクタとを具備する。静電容
量検出回路は、検出された静電容量を示し、表示パネルに物体が接触するタッチイベント
の検出に用いられる静電容量データを生成する。セレクタは、ソースドライバ回路と接続
配線とを含む複数の接続先のうちのいずれかにソース出力端子を選択的に接続可能に構成
されている。
【００１２】
　本発明の他の観点では、表示装置が、複数のソース線と、複数のソース入力端子とを備
える表示パネルと、複数のソース線に供給するソース信号を複数のソース入力端子に供給
するソースドライバ回路と、入力に接続された導電体の静電容量を検出し、検出した静電
容量を示す静電容量データを生成する静電容量検出回路と、静電容量データに基づいて表
示パネルに物体が接触するタッチイベントの検出を行うコントローラと、セレクタとを備
えている。セレクタは、複数のソース入力端子のそれぞれを、ソースドライバ回路と静電
容量検出回路の入力とを含む複数の接続先に選択的に接続可能に構成されている。
【００１３】
　本発明の更に他の観点では、表示パネルが、複数のソース線と、表示ドライバから複数
のソース線に供給されるソース信号を受け取る複数のソース入力端子と、複数の共通電極
と、複数の共通電極の各共通電極と、複数のソース入力端子のうちの各共通電極に対応す
る少なくとも一の対応ソース入力端子との間に接続された第１スイッチとを具備する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、インセル構成の表示パネルに設けられる外部接続端子の数を低減する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】一実施形態の表示装置の構成を概略的に示すブロック図である。
【図２】一実施形態における表示パネルの構成を概略的に示す断面図である。
【図３】該表示パネルの構成を概略的に示す平面図である。
【図４】一実施形態における表示装置の構成の詳細を示す図である。
【図５】一実施形態における表示パネルの構成の詳細を示す図である。
【図６】他の実施形態における表示装置の構成を示す図である。
【図７】更に他の実施形態における表示装置の構成を示す図である。
【図８】更に他の実施形態における表示装置の構成を示す図である。
【図９】更に他の実施形態における表示装置の構成を示す図である。
【図１０】更に他の実施形態における表示装置の構成を示す図である。
【図１１】図１０の表示装置の表示パネルの構成の詳細を示す図である。
【図１２】更に他の実施形態における表示装置の構成を示す図である。
【図１３】図１２の表示装置の表示パネルの構成の詳細を示す図である。
【図１４】更に他の実施形態における表示パネルの構成を示す図である。
【図１５】図１４に図示されている表示パネルを備える表示装置の構成を示す図である。
【図１６】更に他の実施形態における表示装置の構成を示す図である。
【図１７】図１６の表示装置の表示パネルの構成の詳細を示す図である。
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【図１８】更に他の実施形態における表示装置の構成を示す図である。
【図１９】図１８の表示装置の表示パネルの構成の詳細を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、添付図面を参照しながら本発明の様々な実施形態を説明する。なお、以下におい
て、同一又は類似の構成要素は、同一又は対応する参照番号によって参照する。
【００１７】
　図１は、一実施形態の表示装置１の構成を概略的に示すブロック図である。なお、図１
は、表示装置１の構成の概念を図示するものであり、図１に図示されている配置は、表示
装置１の各構成要素の空間的配置とは必ずしも一致しないことに留意されたい。
【００１８】
　本実施形態では、表示装置１が、表示パネル２と、表示ドライバ３とを備えている。表
示パネル２としては、例えば、液晶表示パネル、ＯＬＥＤ（organic light emitting dio
de）表示パネルが使用され得る。
【００１９】
　表示パネル２は、表示回路１１と、ゲートドライバ回路１２とを備えている。表示回路
１１は、画像を表示するための回路群、例えば、複数のソース線と、複数のゲート線と、
ソース線とゲート線との交差する位置のそれぞれに設けられた画素回路とを備える。画素
回路は、様々に構成され得る。液晶表示パネルにおいては、画素回路は、例えば、ＴＦＴ
（thin film transistor）で形成された選択トランジスタ、画素電極及び保持容量を含ん
でいる。一方、ＯＬＥＤ表示パネルにおいては、画素回路は、例えば、ＴＦＴ（thin fil
m transistor）で形成された選択トランジスタ、駆動トランジスタ、保持容量、有機発光
ダイオード素子を含んでいる。表示パネル２には、ソース入力端子１３が設けられている
。ソース入力端子１３は、表示ドライバ３からソース信号を受け取るために用いられる外
部入力端子である。ソース入力端子１３に入力されたソース信号が、表示回路１１のソー
ス線を介して各画素回路に供給され、これにより、表示パネル２の表示回路１１が形成さ
れている領域に画像が表示される。
【００２０】
　表示パネル２は、いわゆるインセル（In-cell）構成を有しており、表示パネル２への
物体の接触、即ち、タッチイベントの検出を行うために、タッチ検出電極群１４とスイッ
チ回路１５とが設けられている。後に詳細に説明するように、タッチ検出電極群１４に含
まれるタッチ検出電極それぞれの静電容量が検出され、各タッチ検出電極の静電容量に基
づいて表示パネル２に物体が接触した位置の検出が行われる。スイッチ回路１５は、表示
ドライバ３から受け取った制御信号に応答して、ソース入力端子１３とタッチ検出電極群
１４とを電気的に接続し、又は、切り離す。詳細には、スイッチ回路１５は、表示回路１
１の各画素回路を駆動する動作（駆動動作）においては、タッチ検出電極群１４をソース
入力端子１３から電気的に切り離し、タッチイベントの検出を行う動作（タッチ検出動作
）においては、タッチ検出電極群１４がソース入力端子１３に電気的に接続される。後に
詳細に議論するように、このような構成は、ソース入力端子１３を介してタッチ検出電極
群１４へのアクセスを可能にするので、表示パネル２に設けられる外部入力端子の数を低
減するために有効である。
【００２１】
　表示ドライバ３は、外部から（例えば、ホストから）受け取った画像データ及び制御デ
ータに応答して表示パネル２を駆動する。表示ドライバ３は、表示パネル２のソース入力
端子１３に接続されるソース出力端子３１を有しており、表示パネル２の表示回路１１の
ソース線に供給すべきソース信号をソース出力端子３１から出力するように構成されてい
る。加えて、表示ドライバ３は、ゲートドライバ回路１２を制御するゲート制御信号及び
スイッチ回路１５を制御するスイッチ制御信号を出力するように構成されている。
【００２２】
　また、表示ドライバ３は、タッチ検出電極群１４に含まれるタッチ検出電極それぞれの



(7) JP 6863707 B2 2021.4.21

10

20

30

40

50

静電容量を検出し、検出した静電容量に基づいてタッチイベントの検出を行うように構成
されている。即ち、本実施形態では、表示ドライバ３が、タッチイベントの検出を行うタ
ッチコントローラとしても動作する。このような表示ドライバは、しばしば、タッチコン
トローラ内蔵表示ドライバと呼ばれる。
【００２３】
　詳細には、表示ドライバ３は、パネルインタフェース回路３２と、ソースドライバ回路
３３と、タッチ検出回路３４と、セレクタ３５と、コントローラ３７とを備えている。
【００２４】
　パネルインタフェース回路３２は、ゲートドライバ回路１２に供給するゲート制御信号
を生成する。
【００２５】
　ソースドライバ回路３３は、表示パネル２の表示回路１１の各ソース線に供給するソー
ス信号を生成する。ソースドライバ回路３３の出力は、接続配線３３ａを介してセレクタ
３５に接続されている。
【００２６】
　タッチ検出回路３４は、タッチイベントの検出のための動作を行う回路部である。タッ
チ検出回路３４は、入力に接続された導電体の静電容量を検出する静電容量検出回路を備
えており、タッチ検出回路３４の入力（即ち、該静電容量検出回路の入力）は、接続配線
３４ａを介してセレクタ３５に接続されている。スイッチ回路１５及びセレクタ３５を介
してタッチ検出回路３４の入力にタッチ検出電極群１４が接続されると、タッチ検出回路
３４は、静電容量検出回路によってタッチ検出電極群１４の各タッチ検出電極の静電容量
を検出し、検出した静電容量を示す静電容量データを生成する。タッチ検出回路３４は、
該静電容量データに基づいて（即ち、静電容量検出回路によって検出された静電容量に基
づいて）タッチイベントの検出を行う。加えて、タッチ検出回路３４は、タッチイベント
検出の動作を制御するための制御信号を生成し、表示パネル２のスイッチ回路１５及び表
示ドライバ３のセレクタ３５に供給する。
【００２７】
　セレクタ３５は、タッチ検出回路３４から供給される制御信号に応じて、ソース出力端
子３１をソースドライバ回路３３の出力又はタッチ検出回路３４の入力に選択的に接続す
る（言い換えれば、制御信号に応じてソース出力端子３１を接続配線３３ａ又は接続配線
３４ａに選択的に接続する）ように構成されている。
【００２８】
　図１の表示装置１は、下記のように動作する。表示回路１１の各画素回路を駆動する駆
動動作が行われる場合、表示パネル２においてスイッチ回路１５がタッチ検出電極群１４
をソース入力端子１３から電気的に切り離し、表示ドライバ３においてセレクタ３５がソ
ースドライバ回路３３の出力をソース出力端子３１に接続する。ソースドライバ回路３３
は、セレクタ３５及びソース出力端子３１を介して表示回路１１のソース線にソース信号
を供給し、これにより、表示回路１１の各画素回路を駆動する。
【００２９】
　一方、タッチイベント検出が行われる場合、表示パネル２においてスイッチ回路１５が
タッチ検出電極群１４をソース入力端子１３に電気的に接続し、表示ドライバ３において
セレクタ３５がソース出力端子３１をタッチ検出回路３４の入力に接続する。これにより
、タッチ検出電極群１４がスイッチ回路１５及びセレクタ３５を介してタッチ検出回路３
４の入力に接続される。タッチ検出回路３４は、タッチ検出電極群１４の各タッチ検出電
極の静電容量を検出し、タッチ検出回路３４によって検出された静電容量に基づいてタッ
チイベントの検出、例えば、表示パネル２に物体（典型的には、人の指）が接触している
位置の検出が行われる。
【００３０】
　本実施形態の表示装置１では、表示パネル２に含まれるタッチ検出電極群１４が、スイ
ッチ回路１５、ソース入力端子１３及びセレクタ３５を介してタッチ検出回路３４に接続
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可能なので、タッチ検出電極群１４とタッチ検出回路３４とを接続するための専用の外部
接続端子を表示パネル２に設ける必要がない。したがって、表示パネル２の外部接続端子
の数を低減することができる。
【００３１】
　以下では、表示装置１のより具体的な構成例について説明する。以下に述べられる構成
例では、表示パネル２として、タッチ検出電極が内蔵された液晶表示パネル（即ち、イン
セル構成の液晶表示パネル）が用いられる。以下、表示装置１の様々な構成例について説
明する。
【００３２】
　図２は、一実施形態における表示パネル２の構成を概略的に示す断面図であり、図３は
、表示パネル２の構成を概略的に示す平面図である。以下の説明においては、ＸＹＺ直交
座標系が導入される。Ｘ軸方向は、表示パネル２のゲート線が延伸する方向であり、Ｙ軸
方向は、ソース線が延伸する方向であり、Ｚ軸方向は、表示パネル２の厚さ方向である。
【００３３】
　図２を参照して、表示パネル２は、インセル構成の液晶表示パネルとして構成されてお
り、ＴＦＴ（thin film transistor）基板４１と、対向基板４２とを備えている。対向基
板４２は、ＴＦＴ基板４１と互いに対向するように配置され、ＴＦＴ基板４１と対向基板
４２との間には液晶４３が満たされる。
【００３４】
　ＴＦＴ基板４１は、ガラス基板４４と、その上に集積化された半導体回路４５とを備え
ている。半導体回路４５は、上述された表示回路１１、ゲートドライバ回路１２と、スイ
ッチ回路１５とを含んでいる（ただし、図２、図３には図示されない）。加えて、本実施
形態では、半導体回路４５が、複数の共通電極１６を含んでいる。図３に図示されている
ように、共通電極１６は、Ｘ軸方向に並んで配置されており、それぞれがＹ軸方向に延伸
するように形成されている。ＴＦＴ基板４１に共通電極１６が形成される構成は、例えば
、国際公開ＷＯ２０１３／１０００８８Ａ１（特許文献２）に開示されているように、当
業者に周知であることに留意されたい。
【００３５】
　本実施形態では、表示パネル２が、インセル構成の液晶表示パネルとして構成されてい
る。より具体的には、対向基板４２が、複数のＹ検出電極４６を含んでいる。図３に図示
されているように、Ｙ検出電極４６は、それぞれがＸ軸方向に延伸するように形成されて
おり、複数のＹ検出電極４６がＹ軸方向に並んで配置されている。Ｙ検出電極４６は、表
示パネル２に物体が接触したＹ軸方向の位置を検出するために用いられる。表示ドライバ
３は、Ｙ検出電極４６のそれぞれの静電容量を検出し、検出した静電容量に基づいて表示
パネル２に物体が接触したＹ軸方向の位置を検出するように構成される。
【００３６】
　加えて、共通電極１６が、各画素回路による液晶４３の駆動のみならず、表示パネル２
に物体が接触したＸ軸方向の位置を検出するために用いられる。即ち、共通電極１６は、
図１に図示されている構成のタッチ検出電極群１４のタッチ検出電極としても用いられる
。表示ドライバ３は、共通電極１６に共通電圧ＶＣＯＭを供給すると共に、共通電極１６
のそれぞれの静電容量を検出し、検出した静電容量に基づいて表示パネル２に物体が接触
したＸ軸方向の位置を検出するように構成される。なお、対向基板４２は、更に他の構成
要素、例えば、カラーフィルター及び偏光板を含み得るが、図２、図３には図示されてい
ない。
【００３７】
　図４は、本実施形態における表示装置１の構成の詳細を示す図である。
【００３８】
　上述のように、表示パネル２は、表示回路１１と、ゲートドライバ回路１２（図４には
図示されない）と、スイッチ回路１５とを備えている。図４には、表示回路１１に含まれ
る構成要素のうち、共通電極１６及びソース線１７のみが図示されている。ソース線１７
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は、共通電極１６より下方（即ち、共通電極１６とガラス基板４４の間）に位置しており
、このため、図４においては、ソース線１７の共通電極１６の背後に位置する部分が破線
で示されている。
【００３９】
　図５は、図４の表示パネル２の拡大図である。図４の構成では、ソース線１７は、ソー
ス入力端子１３に一対一で対応しており、ソース線１７は、ソース入力端子１３にそれぞ
れに接続されている。スイッチ回路１５は、ソース入力端子１３にそれぞれに接続された
スイッチ１８を有している。本実施形態では、各共通電極１６は、複数のソース線１７に
対応しており（即ち、各共通電極１６の下方に複数のソース線１７が配置されており）、
各共通電極１６は、対応するソース線１７に接続されているソース入力端子１３にスイッ
チ１８を介して接続されている。スイッチ回路１５は、表示ドライバ３に近い位置（表示
ドライバ３と共通電極１６の間の位置）に設けられており、スイッチ回路１５の各スイッ
チ１８は、対応するソース線１７のソース入力端子１３に近い方の端に接続されている。
【００４０】
　表示パネル２は、更に、スイッチ回路１９と、ＶＣＯＭ入力端子（共通電圧入力端子）
２０と、ＶＣＯＭスイッチ回路２１、２２と、スイッチ制御端子２３と、インバータ２４
、２５とを備えている。
【００４１】
　スイッチ回路１９は、各共通電極１６を、それに対応するソース線１７に電気的に接続
する機能を有している。スイッチ回路１９は、表示ドライバ３から離れた位置（共通電極
１６を挟んで表示ドライバ３に対して反対の位置）に設けられている。図５に図示されて
いるように、スイッチ回路１９は、各共通電極１６と、それに対応するソース線１７の間
に接続されたスイッチ２６を備えている。スイッチ回路１９の各スイッチ２６は、対応す
るソース線１７のソース入力端子１３から離れている方の端に接続されている。
【００４２】
　ＶＣＯＭ入力端子２０とＶＣＯＭスイッチ回路２１、２２は、表示ドライバ３から受け
取った共通電圧ＶＣＯＭを各共通電極１６に供給する機能を有している。詳細には、ＶＣ
ＯＭ入力端子２０は、表示ドライバ３から共通電圧ＶＣＯＭを受け取る。ＶＣＯＭスイッ
チ回路２１、２２は、ＶＣＯＭ入力端子２０を各共通電極１６に電気的に接続し、又は、
電気的に切り離す。ＶＣＯＭスイッチ回路２１は、各共通電極１６の－Ｙ方向の端とＶＣ
ＯＭ入力端子２０の間に接続されたスイッチ２７を有しており、ＶＣＯＭスイッチ回路２
２は、各共通電極１６の＋Ｙ方向の端とＶＣＯＭ入力端子２０の間に接続されたスイッチ
２８を有している。ＶＣＯＭスイッチ回路２１は、表示ドライバ３に近い位置（表示ドラ
イバ３と共通電極１６の間の位置）に設けられているのに対し、ＶＣＯＭスイッチ回路２
２は、表示ドライバ３から離れた位置（共通電極１６を挟んで表示ドライバ３に対して反
対の位置）に設けられている。
【００４３】
　スイッチ制御端子２３及びインバータ２４、２５は、スイッチ回路１５、１９及びＶＣ
ＯＭスイッチ回路２１、２２を制御するために用いられる。スイッチ制御端子２３は、表
示ドライバ３からスイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌを受け取り、スイッチ回路１５、
１９に供給する。インバータ２４、２５は、スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌの反転
信号を生成し、生成した反転信号をＶＣＯＭスイッチ回路２１、２２のスイッチ２７、２
８に供給する。スイッチ回路１５、１９のスイッチ１８、２６と、ＶＣＯＭスイッチ回路
２１、２２のスイッチ２７、２８とは、スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌに応じて排
他的にターンオンされる。詳細には、スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌがアサートさ
れると、スイッチ回路１５、１９のスイッチ１８、２６がターンオンされ、ＶＣＯＭスイ
ッチ回路２１、２２のスイッチ２７、２８がターンオフされる。一方、スイッチ制御信号
ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌがネゲートされると、スイッチ回路１５、１９のスイッチ１８、２６
がターンオフされ、ＶＣＯＭスイッチ回路２１、２２のスイッチ２７、２８がターンオン
される。
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【００４４】
　図４を再度に参照して、表示ドライバ３は、ソース出力端子３１と、パネルインタフェ
ース回路３２と、ソースドライバ回路３３と、セレクタ３５と、静電容量検出回路３６と
、コントローラ３７とを備えている。ただし、パネルインタフェース回路３２は、図４に
は図示されていない。ソース出力端子３１と、パネルインタフェース回路３２と、ソース
ドライバ回路３３と、セレクタ３５と、静電容量検出回路３６と、コントローラ３７とは
、モノリシックに（即ち、同一の半導体チップに）集積化されている。
【００４５】
　静電容量検出回路３６とコントローラ３７とは、図１の構成のタッチ検出回路３４に対
応する構成要素である。静電容量検出回路３６の入力は、セレクタ３５に接続されている
。図４の構成では、静電容量検出回路３６が、Ｙ検出電極４６に接続される入力も備えて
いる。静電容量検出回路３６は、その入力に接続された導電体の静電容量を示す静電容量
データを生成するように構成されている。共通電極１６がセレクタ３５を介して静電容量
検出回路３６の入力に接続されると、共通電極１６の静電容量を検出する。加えて、静電
容量検出回路３６は、Ｙ検出電極４６の静電容量及び共通電極１６とＹ検出電極４６の間
に形成された静電容量も検出するように構成されている。コントローラ３７は、表示ドラ
イバ３の動作、特に、表示パネル２のソース線１７を駆動する動作と、タッチイベントを
検出する動作を制御する。タッチイベントの検出においては、コントローラ３７は、静電
容量検出回路３６から受け取った静電容量データに基づいて（即ち、静電容量検出回路３
６によって検出された静電容量に基づいて）、表示パネル２に物体が接触した位置を算出
する。
【００４６】
　加えて、図４の構成では、表示ドライバ３は、送信側ドライバ３８とＶＣＯＭアンプ３
９とを備えている。送信側ドライバ３８は、相互容量方式でタッチイベントの検出を行う
場合に用いられる。相互容量方式でタッチイベントの検出を行う場合、共通電極１６が送
信側電極として用いられ、Ｙ検出電極４６が受信側電極として用いられる。送信側ドライ
バ３８は、相互容量方式でタッチイベントの検出を行うときに送信側電極として用いられ
る共通電極１６を駆動する。ＶＣＯＭアンプ３９は、共通電圧ＶＣＯＭを発生し、発生し
た共通電圧ＶＣＯＭを表示パネル２のＶＣＯＭ入力端子２０に供給する共通電圧生成回路
として動作する。
【００４７】
　図４の構成では、セレクタ３５が、ソース出力端子３１を、３つの接続先：ソースドラ
イバ回路３３、静電容量検出回路３６、及び、送信側ドライバ３８のうちのいずれかに選
択的に接続する動作を行うことに留意されたい。
【００４８】
　続いて、図４、図５に図示されている構成の表示装置１の動作について説明する。図４
に図示されている表示装置１は、３つの動作：（１）表示回路１１の各画素回路を駆動す
る駆動動作、（２）自己容量方式によるタッチイベントの検出、及び、（３）相互容量方
式によるタッチイベントの検出に対応している。以下、それぞれの動作について説明する
。
【００４９】
　駆動動作が行われる場合、表示装置１の表示ドライバ３は、下記のように動作する。表
示ドライバ３のコントローラ３７は、スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌをネゲートす
る。スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌのネゲートに応答して、ＶＣＯＭスイッチ回路
２１、２２の各スイッチ２７、２８がターンオンされ、スイッチ回路１５、１９の各スイ
ッチ１８、２６がターンオフされる。これにより、各共通電極１６がＶＣＯＭアンプ３９
に接続される。ＶＣＯＭアンプ３９は、各共通電極１６に共通電圧ＶＣＯＭを供給する。
一方、セレクタ３５は、コントローラ３７による制御の下、ソース出力端子３１をソース
ドライバ回路３３の出力に接続する。これにより、表示パネル２の各ソース線１７がソー
スドライバ回路３３の出力に接続される。ソースドライバ回路３３は、セレクタ３５を介
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してソース出力端子３１からソース信号を表示パネル２の各ソース線１７に供給する。こ
のような動作により、表示回路１１の各画素回路が駆動される。
【００５０】
　一方、自己容量方式によるタッチイベント検出が行われる場合、表示ドライバ３は、下
記のように動作する。表示ドライバ３のコントローラ３７は、スイッチ制御信号ｔｏｕｃ
ｈ＿ｓｅｌをアサートする。スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌのアサートに応答して
、スイッチ回路１５、１９の各スイッチ１８、２６がターンオンされ、ＶＣＯＭスイッチ
回路２１、２２の各スイッチ２７、２８がターンオフされる。これにより、表示パネル２
において各共通電極１６がソース入力端子１３に接続される。一方、セレクタ３５は、コ
ントローラ３７による制御の下、ソース出力端子３１を静電容量検出回路３６の入力に接
続する。これにより、表示パネル２の各共通電極１６が静電容量検出回路３６の入力に接
続される。静電容量検出回路３６は、各共通電極１６の静電容量と各Ｙ検出電極４６の静
電容量を検出し、検出した静電容量を示す静電容量データを生成する。コントローラ３７
は、静電容量検出回路３６から受け取った静電容量データに基づいてタッチイベントの検
出を行う。より具体的には、コントローラ３７は、各共通電極１６の静電容量に基づいて
表示パネル２に物体が接触したＸ軸方向における位置を算出し、各Ｙ検出電極４６の静電
容量に基づいて、表示パネル２に物体が接触したＹ軸方向における位置を算出する。
【００５１】
　また、相互容量方式によるタッチイベント検出が行われる場合、表示ドライバ３は、下
記のように動作する。表示ドライバ３のコントローラ３７は、スイッチ制御信号ｔｏｕｃ
ｈ＿ｓｅｌをアサートする。スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌのアサートに応答して
、スイッチ回路１５、１９の各スイッチ１８、２６がターンオンされ、ＶＣＯＭスイッチ
回路２１、２２の各スイッチ２７、２８がターンオフされる。これにより、表示パネル２
において各共通電極１６がソース入力端子１３に接続される。一方、セレクタ３５は、コ
ントローラ３７による制御の下、ソース出力端子３１を送信側ドライバ３８の出力に接続
する。送信側ドライバ３８は、セレクタ３５を介してソース出力端子３１から駆動電圧を
表示パネル２の各共通電極１６に供給して各共通電極１６を駆動する。静電容量検出回路
３６は、各共通電極１６と各Ｙ検出電極４６の間の静電容量を検出し、静電容量データを
生成する。コントローラ３７は、静電容量検出回路３６から受け取った静電容量データに
示されている各共通電極１６と各Ｙ検出電極４６の間の静電容量に基づいて、表示パネル
２に物体が接触した位置を算出する。
【００５２】
　図４に図示されている表示装置１の構成では、共通電極１６と静電容量検出回路３６と
を接続するための専用の外部接続端子を表示パネル２に設ける必要がない。したがって、
共通電極１６をタッチ検出電極として用いる構成の表示パネル２の外部接続端子の数を低
減することができる。
【００５３】
　なお、図４に図示されている表示装置１は、必ずしも、相互容量方式によるタッチイベ
ント検出を行うように構成されなくてもよい。この場合、送信側ドライバ３８を表示ドラ
イバ３に設ける必要は無い。
【００５４】
　図４に図示されている構成では、表示ドライバ３が、タッチイベントの検出に用いられ
る回路群（例えば、静電容量検出回路３６及び送信側ドライバ３８）と、ソース線１７の
駆動に用いられる回路群（例えば、ソースドライバ回路３３）の両方を備えているが、タ
ッチイベントの検出に用いられる回路群の少なくとも一部が、表示ドライバ３とは別の半
導体チップに集積化されてもよい。図６、図７は、このような構成の表示装置１を示して
いる。
【００５５】
　図６は、表示装置１が、表示ドライバ３とは別に外部タッチコントローラ６１を備えて
いる構成を図示している。図６の構成では、静電容量検出回路６２と送信側ドライバ６３
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とコントローラ６４とが外部タッチコントローラ６１に集積化されている。
【００５６】
　静電容量検出回路６２は、入力に接続されている導電体の静電容量を検出し、検出した
静電容量を示す静電容量データを生成するように構成されている。静電容量検出回路６２
は、各共通電極１６の静電容量、各Ｙ検出電極４６の静電容量、及び、各共通電極１６と
各Ｙ検出電極４６の間の静電容量を検出するために用いられる。
【００５７】
　送信側ドライバ６３は、相互容量方式でタッチイベントの検出を行う場合に送信側電極
として用いられる共通電極１６を駆動する。
【００５８】
　コントローラ６４は、タッチイベント検出を行う場合の動作タイミングを制御するタイ
ミング制御信号を静電容量検出回路６２、送信側ドライバ６３及び表示ドライバ３のコン
トローラ３７に供給する。加えて、コントローラ６４は、静電容量検出回路６２によって
検出された静電容量（各共通電極１６の静電容量、各Ｙ検出電極４６の静電容量、及び、
各共通電極１６と各Ｙ検出電極４６の間の静電容量）に基づいて表示パネル２に物体が接
触した位置を算出する。表示ドライバ３には、静電容量検出回路６２をセレクタ３５に接
続する接続配線６２ａと、送信側ドライバ６３をセレクタ３５に接続する接続配線６３ａ
とが設けられる。セレクタ３５は、コントローラ３７から受け取った制御信号に応じて、
静電容量検出回路６２に接続された接続配線６２ａ、送信側ドライバ６３に接続された接
続配線６３ａ、ソースドライバ回路３３に接続された接続配線３３ａのいずれかにソース
出力端子３１を接続する。
【００５９】
　図６の構成の表示装置１の動作は、静電容量検出回路３６及び送信側ドライバ３８の代
わりに外部タッチコントローラ６１の静電容量検出回路６２及び送信側ドライバ６３が用
いられ、また、外部タッチコントローラ６１のコントローラ６４によって表示パネル２に
物体が接触した位置が算出されることを除けば、図４の構成の表示装置１と同じである。
【００６０】
　図７は、表示装置１が、表示ドライバ３とは別に外部タッチコントローラ６１Ａを備え
ている構成を図示している。図７の構成では、静電容量検出回路３６によって検出された
静電容量に基づいて表示パネル２に物体が接触した位置を算出するコントローラ６４が外
部タッチコントローラ６１Ａに集積化されている。静電容量検出回路３６と送信側ドライ
バ３８は、表示ドライバ３に集積化されており、コントローラ６４は、静電容量検出回路
３６及び送信側ドライバ３８にデータ／制御バス６４ａを介して接続されている。コント
ローラ６４は、静電容量検出回路３６によって検出された静電容量（各共通電極１６の静
電容量、各Ｙ検出電極４６の静電容量、及び、各共通電極１６と各Ｙ検出電極４６の間の
静電容量）を示す静電容量データをデータ／制御バス６４ａを介して静電容量検出回路３
６から受け取り、受け取った静電容量データに基づいて（即ち、静電容量検出回路３６に
よって検出された静電容量に基づいて）表示パネル２に物体が接触した位置を算出する。
また、コントローラ６４は、静電容量検出回路３６と送信側ドライバ３８とを制御する制
御データをデータ／制御バス６４ａを介して送信する。
【００６１】
　図７の構成の表示装置１の動作は、表示ドライバ３のコントローラ３７の代わりに外部
タッチコントローラ６１Ａのコントローラ６４によって表示パネル２に物体が接触した位
置が算出されることを除けば、図４の構成の表示装置１と同じである。
【００６２】
　図８は、他の実施形態の表示装置１を図示している。図８に図示された表示装置１では
、表示パネル２の構成が図４に図示された表示装置１から変更されている。具体的には、
図８の構成では、表示ドライバ３から離れた位置（共通電極１６を挟んで表示ドライバ３
に対して反対の位置）に設けられているスイッチ回路１９及びＶＣＯＭスイッチ回路２２
が表示パネル２から除去されている。図８の構成の表示装置１では、共通電極１６とソー
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ス線１７との間の電気的接続、及び、共通電極１６とＶＣＯＭ入力端子２０との間の電気
的接続が弱くなるが、本質的には、図４に図示された表示装置１と同様に動作する。図８
の構成は、スイッチ回路１９及びＶＣＯＭスイッチ回路２２を設ける領域が不要であり、
表示パネル２の面積の低減に有用である。
【００６３】
　図９は、更に他の実施形態の表示装置１を図示している。図９の構成では、（共通電極
１６ではなく）ソース線１７が、タッチ検出電極として用いられる。これに伴い、表示パ
ネル２からスイッチ回路１５、１９が除去されている。
【００６４】
　図９の構成の表示装置１では、駆動動作が行われる場合、表示ドライバ３が下記のよう
に動作する。表示ドライバ３のコントローラ３７は、スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅ
ｌをネゲートする。スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌのネゲートに応答して、ＶＣＯ
Ｍスイッチ回路２１の各スイッチ２７がターンオンされ、これにより、各共通電極１６が
ＶＣＯＭアンプ３９に接続される。ＶＣＯＭアンプ３９は、各共通電極１６に共通電圧Ｖ

ＣＯＭを供給する。一方、セレクタ３５は、コントローラ３７による制御の下、ソース出
力端子３１をソースドライバ回路３３の出力に接続する。これにより、表示パネル２の各
ソース線１７がソースドライバ回路３３の出力に接続される。ソースドライバ回路３３は
、セレクタ３５を介してソース出力端子３１からソース信号を表示パネル２の各ソース線
１７に供給する。このような動作により、表示回路１１の各画素回路が駆動される。
【００６５】
　一方、自己容量方式によるタッチイベント検出が行われる場合、表示ドライバ３は、下
記のように動作する。表示ドライバ３のコントローラ３７は、スイッチ制御信号ｔｏｕｃ
ｈ＿ｓｅｌをアサートする。スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌのアサートに応答して
、ＶＣＯＭスイッチ回路２１の各スイッチ２７がターンオフされる。一方、セレクタ３５
は、コントローラ３７による制御の下、ソース出力端子３１を静電容量検出回路３６の入
力に接続する。これにより、表示パネル２の各ソース線１７が静電容量検出回路３６の入
力に接続される。静電容量検出回路３６は、各ソース線１７と各Ｙ検出電極４６の静電容
量を検出し、検出した静電容量を示す静電容量データを生成する。コントローラ３７は、
静電容量検出回路３６から受け取った静電容量データに基づいて（即ち、各ソース線１７
と各Ｙ検出電極４６の静電容量に基づいて）、タッチイベントの検出を行う。より具体的
には、コントローラ３７は、各ソース線１７の静電容量に基づいて表示パネル２に物体が
接触したＸ軸方向における位置を算出し、各Ｙ検出電極４６の静電容量に基づいて、表示
パネル２に物体が接触したＹ軸方向における位置を算出する。
【００６６】
　また、相互容量方式によるタッチイベント検出が行われる場合、表示ドライバ３は、下
記のように動作する。表示ドライバ３のコントローラ３７は、スイッチ制御信号ｔｏｕｃ
ｈ＿ｓｅｌをアサートする。スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌのアサートに応答して
、ＶＣＯＭスイッチ回路２１の各スイッチ２７がターンオフされる。一方、セレクタ３５
は、コントローラ３７による制御の下、ソース出力端子３１を送信側ドライバ３８の出力
に接続する。送信側ドライバ３８は、セレクタ３５を介してソース出力端子３１から駆動
電圧を表示パネル２の各ソース線１７に供給する。静電容量検出回路３６は、各ソース線
１７と各Ｙ検出電極４６の間の静電容量を検出し、検出した静電容量を示す静電容量デー
タを生成する。コントローラ３７は、静電容量検出回路３６から受け取った静電容量デー
タに基づいて（即ち、各ソース線１７と各Ｙ検出電極４６の間の静電容量に基づいて）、
表示パネル２に物体が接触した位置を算出する。
【００６７】
　図９の構成では、ソース線１７がタッチ検出電極としても用いられるため、ソース線１
７に接続されるソース入力端子１３とは別にタッチ検出電極に接続される外部接続端子を
表示パネル２に設ける必要がない。したがって、インセル構成の表示パネル２の外部接続
端子の数を低減することができる。
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【００６８】
　図１０は、更に他の実施形態の表示装置１を図示している。図１０に図示されている表
示装置１の構成は、図８に図示されている表示装置１の構成と類似しているが、時分割駆
動によってソース線１７が駆動される点で相違する。より具体的には、表示パネル２の１
つのソース入力端子１３に対して３本のソース線１７が設けられており、該３本のソース
線１７は、それぞれ、異なる色の副画素の画素回路に接続されている。
【００６９】
　図１１に図示されているように、各ソース入力端子１３に対応する３本のソース線１７
は、赤色の副画素に対応するソース線１７ｒと、緑色の副画素に対応するソース線１７ｇ
と、青色の副画素に対応するソース線１７ｂとで構成されている。ソース線１７ｒに沿っ
て赤色の副画素の画素回路（図示されない）が配置され、赤色の副画素の画素回路は、ソ
ース線１７ｒに接続される。同様に、ソース線１７ｇに沿って緑色の副画素の画素回路（
図示されない）が配置され、緑色の副画素の画素回路は、ソース線１７ｇに接続される。
また、ソース線１７ｂに沿って青色の副画素の画素回路（図示されない）が配置され、青
色の副画素の画素回路は、ソース線１７ｂに接続される。
【００７０】
　図１０の構成では、時分割駆動を行うために、表示パネル２にソース線選択回路２９が
設けられる。図１１に図示されているように、ソース線選択回路２９は、赤色の副画素に
対応するソース線１７ｒとソース入力端子１３との間に接続されたスイッチ３０ｒと、緑
色の副画素に対応するソース線１７ｇとソース入力端子１３との間に接続されたスイッチ
３０ｇと、青色の副画素に対応するソース線１７ｂとソース入力端子１３との間に接続さ
れたスイッチ３０ｂとを備えている。スイッチ３０ｒ、３０ｇ、３０ｂには、それぞれ、
表示ドライバ３のコントローラ３７によって生成された赤色選択信号Ｒ＿ｓｅｌ、緑色選
択信号Ｇ＿ｓｅｌ、青色選択信号Ｂ＿ｓｅｌが供給される。スイッチ３０ｒは、赤色選択
信号Ｒ＿ｓｅｌに応答して動作し、スイッチ３０ｇは、緑色選択信号Ｇ＿ｓｅｌに応答し
て動作し、スイッチ３０ｂは、青色選択信号Ｂ＿ｓｅｌに応答して動作する。表示回路１
１の各画素回路の駆動においては、スイッチ３０ｒ、３０ｇ、３０ｂは、赤色選択信号Ｒ
＿ｓｅｌ、緑色選択信号Ｇ＿ｓｅｌ、青色選択信号Ｂ＿ｓｅｌによる制御の下、時分割的
にターンオンされる。
【００７１】
　続いて、図１０、図１１に図示されている構成の表示装置１の動作について説明する。
【００７２】
　駆動動作が行われる場合、表示装置１の表示ドライバ３は、下記のように動作する。表
示ドライバ３のコントローラ３７は、スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌをネゲートす
る。スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌのネゲートに応答して、ＶＣＯＭスイッチ回路
２１の各スイッチ２７がターンオンされ、スイッチ回路１５の各スイッチ１８がターンオ
フされる。これにより、各共通電極１６がＶＣＯＭアンプ３９に接続される。ＶＣＯＭア
ンプ３９は、各共通電極１６に共通電圧ＶＣＯＭを供給する。更に、セレクタ３５は、コ
ントローラ３７による制御の下、ソース出力端子３１をソースドライバ回路３３の出力に
接続する。
【００７３】
　赤色の副画素の画素回路を駆動する場合、コントローラ３７は、赤色選択信号Ｒ＿ｓｅ
ｌをアサートし、緑色選択信号Ｇ＿ｓｅｌ、青色選択信号Ｂ＿ｓｅｌをネゲートする。こ
れにより、スイッチ３０ｒがターンオンされ、赤色の副画素に対応するソース線１７ｒが
ソース入力端子１３に接続される。ソースドライバ回路３３は、セレクタ３５を介してソ
ース信号を表示パネル２のソース入力端子１３に供給する。このような動作により、ソー
ス線１７ｒに接続されている画素回路（即ち、赤色の副画素の画素回路）にソース信号が
供給される。
【００７４】
　同様に、緑色の副画素の画素回路を駆動する場合、コントローラ３７は、緑色選択信号
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Ｇ＿ｓｅｌをアサートし、青色選択信号Ｂ＿ｓｅｌ、赤色選択信号Ｒ＿ｓｅｌをネゲート
する。これにより、スイッチ３０ｇがターンオンされ、緑色の副画素に対応するソース線
１７ｇがソース入力端子１３に接続される。ソースドライバ回路３３は、セレクタ３５を
介してソース信号を表示パネル２のソース入力端子１３に供給する。このような動作によ
り、ソース線１７ｇに接続されている画素回路（即ち、緑色の副画素の画素回路）にソー
ス信号が供給される。
【００７５】
　また、青色の副画素の画素回路を駆動する場合、コントローラ３７は、青色選択信号Ｂ
＿ｓｅｌをアサートし、赤色選択信号Ｒ＿ｓｅｌ、緑色選択信号Ｇ＿ｓｅｌをネゲートす
る。これにより、スイッチ３０ｂがターンオンされ、青色の副画素に対応するソース線１
７ｂがソース入力端子１３に接続される。ソースドライバ回路３３は、セレクタ３５を介
してソース信号を表示パネル２のソース入力端子１３に供給する。このような動作により
、ソース信号がソース線１７ｂに接続されている画素回路（即ち、青色の副画素の画素回
路）に供給される。以上に述べられた動作により、表示回路１１の各画素回路が駆動され
る。
【００７６】
　一方、自己容量方式によるタッチイベント検出が行われる場合、表示ドライバ３は、下
記のように動作する。表示ドライバ３のコントローラ３７は、スイッチ制御信号ｔｏｕｃ
ｈ＿ｓｅｌをアサートする。スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌのアサートに応答して
、スイッチ回路１５の各スイッチ１８がターンオンされ、ＶＣＯＭスイッチ回路２１の各
スイッチ２７がターンオフされる。これにより、表示パネル２において各共通電極１６が
ソース入力端子１３に接続される。一方、セレクタ３５は、コントローラ３７による制御
の下、ソース出力端子３１を静電容量検出回路３６の入力に接続する。これにより、表示
パネル２の各共通電極１６が静電容量検出回路３６の入力に接続される。静電容量検出回
路３６は、各共通電極１６と各Ｙ検出電極４６の静電容量を検出し、検出した静電容量を
示す静電容量データを生成する。コントローラ３７は、静電容量検出回路３６から受け取
った静電容量データに基づいてタッチイベントの検出を行う。より具体的には、コントロ
ーラ３７は、各共通電極１６の静電容量に基づいて表示パネル２に物体が接触したＸ軸方
向における位置を算出し、各Ｙ検出電極４６の静電容量に基づいて、表示パネル２に物体
が接触したＹ軸方向における位置を算出する。
【００７７】
　また、相互容量方式によるタッチイベント検出が行われる場合、表示ドライバ３は、下
記のように動作する。表示ドライバ３のコントローラ３７は、スイッチ制御信号ｔｏｕｃ
ｈ＿ｓｅｌをアサートする。スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌのアサートに応答して
、スイッチ回路１５の各スイッチ１８がターンオンされ、ＶＣＯＭスイッチ回路２１の各
スイッチ２７がターンオフされる。これにより、表示パネル２において各共通電極１６が
ソース入力端子１３に接続される。一方、セレクタ３５は、コントローラ３７による制御
の下、ソース出力端子３１を送信側ドライバ３８の出力に接続する。送信側ドライバ３８
は、セレクタ３５を介してソース出力端子３１から駆動電圧を表示パネル２の各共通電極
１６に供給する。静電容量検出回路３６は、各共通電極１６と各Ｙ検出電極４６の間の静
電容量を検出し、検出した静電容量を示す静電容量データを生成する。コントローラ３７
は、静電容量検出回路３６から受け取った静電容量データに基づいて（即ち、各共通電極
１６と各Ｙ検出電極４６の間の静電容量に基づいて）、表示パネル２に物体が接触した位
置を算出する。
【００７８】
　図１２は、更に他の実施形態の表示装置１を図示している。図４に図示されている構成
では、Ｙ軸方向に延伸する形状の共通電極１６がＸ軸方向に並べられていたが、図１２に
図示されている構成では、共通電極５１が行列に、即ち、複数の行及び複数の列に並んで
配置されている。共通電極５１は、各行においてＸ軸方向に並んで配置されており、各列
においてＹ軸方向に並んで配置されている。Ｙ軸方向に延伸するソース線１７がＸ軸方向
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に並んで配置され、ソース線１７は、ソース入力端子１３にそれぞれに接続されている。
各列の共通電極５１には複数のソース線１７が交差している。
【００７９】
　本実施形態においては、行列に配置されている共通電極５１がタッチ検出電極として用
いられる。留意すべきことは、タッチ検出電極として用いられる共通電極５１が行列に配
置されている図１２の構成は、自己容量方式によるタッチイベントの検出に好適であると
いうことである。上述の実施形態のように、共通電極１６とＹ検出電極４６とが交差する
構成の表示パネル２において自己容量方式によるタッチイベントの検出を行う構成では、
複数個所で物体が表示パネル２に接触したときに、いわゆる「ゴースト」の問題が生じ得
る。本実施形態では、タッチ検出電極として用いられる共通電極５１が行列に並んで配置
されているので、「ゴースト」の問題は生じない。
【００８０】
　このため、図１２の構成の表示装置１では、相互容量方式によるタッチイベントの検出
が行われない。本実施形態では、表示ドライバ３は、相互容量方式によるタッチイベント
の検出に対応する構成を有しておらず、このため、送信側ドライバ３８を備えていない。
ただし、後述のように、共通電極５１が行列に並んで配置されている構成においても、表
示装置１が、相互容量方式によるタッチイベントの検出に対応するように構成されてもよ
い。
【００８１】
　図１３は、図１２に図示されている表示装置１の表示パネル２の構成の詳細を示してい
る。表示パネル２には、各共通電極５１についてコンタクト５２、スイッチ５３、５４が
設けられている。コンタクト５２は、対応する共通電極５１に接続されている。加えて、
表示パネル２は、インバータ２４とＶＣＯＭライン５５とを備えている。インバータ２４
は、その入力がスイッチ制御端子２３に接続されており、スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿
ｓｅｌの反転信号を生成する。ＶＣＯＭライン５５は、ＶＣＯＭ入力端子２０に接続され
ている。図１２、図１３に図示されている構成では、ＶＣＯＭライン５５は、Ｙ軸方向に
延伸するように設けられている。
【００８２】
　スイッチ５３は、各共通電極５１に対応するソース線１７（各共通電極５１と交差する
ソース線１７）のうちの１本のソース線１７と、コンタクト５２の間に接続されている。
各共通電極５１に接続されているスイッチ５３は、共通電極５１を（ソース線１７を介し
て）対応するソース入力端子１３に電気的に接続する機能を有している。スイッチ５３は
、スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌに応答して動作する。
【００８３】
　スイッチ５４は、ＶＣＯＭライン５５と、コンタクト５２の間に接続されている。図１
３の構成では、全ての共通電極５１は、それぞれに対応するスイッチ５４を介してＶＣＯ
Ｍライン５５に共通に接続されている。後述されるように、表示ドライバ３からＶＣＯＭ
入力端子２０に供給された共通電圧ＶＣＯＭは、ＶＣＯＭライン５５及びスイッチ５４を
介して各共通電極５１に供給される。スイッチ５４は、インバータ２４によって生成され
るスイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌの反転信号に応答して動作する。
【００８４】
　なお、図１３には、各共通電極５１について１つのスイッチ５３が設けられ、当該スイ
ッチ５３を介して各共通電極５１が１本のソース線１７に接続される構成が図示されてい
るが、各共通電極５１について複数のスイッチ５３が設けられ、各共通電極５１が、該複
数のスイッチ５３を介して複数のソース線１７に接続されていてもよい。ただし、この場
合でも、各ソース線１７についてみれば、各ソース線１７にスイッチ５３を介して接続さ
れる共通電極５１の数は１つであることに留意されたい。
【００８５】
　続いて、図１２、図１３に図示されている構成の表示装置１の動作について説明する。
【００８６】
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　駆動動作が行われる場合、表示装置１の表示ドライバ３は、下記のように動作する。表
示ドライバ３のコントローラ３７は、スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌをネゲートす
る。スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌのネゲートに応答して、各共通電極５１に対応
するスイッチ５４がターンオンされ、各共通電極５１に対応するスイッチ５３がターンオ
フされる。これにより、各共通電極５１がＶＣＯＭアンプ３９に接続される。ＶＣＯＭア
ンプ３９は、各共通電極５１に共通電圧ＶＣＯＭを供給する。更に、セレクタ３５は、コ
ントローラ３７による制御の下、ソース出力端子３１をソースドライバ回路３３の出力に
接続する。ソースドライバ回路３３は、セレクタ３５を介してソース出力端子３１からソ
ース信号を表示パネル２の各ソース線１７に供給する。このような動作により、表示回路
１１の各画素回路が駆動される。
【００８７】
　一方、自己容量方式によるタッチイベント検出が行われる場合、表示ドライバ３は、下
記のように動作する。表示ドライバ３のコントローラ３７は、スイッチ制御信号ｔｏｕｃ
ｈ＿ｓｅｌをアサートする。スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌのアサートに応答して
、各共通電極５１に対応するスイッチ５３がターンオンされ、各共通電極５１に対応する
スイッチ５４がターンオフされる。これにより、表示パネル２において各共通電極５１が
対応するソース線１７を介して対応するソース入力端子１３に接続される。一方、セレク
タ３５は、コントローラ３７による制御の下、ソース出力端子３１を静電容量検出回路３
６の入力に接続する。これにより、表示パネル２の各共通電極５１が静電容量検出回路３
６の入力に接続される。静電容量検出回路３６は、各共通電極５１の静電容量を検出し、
検出した静電容量を示す静電容量データを生成する。コントローラ３７は、静電容量検出
回路３６から受け取った静電容量データに基づいて（即ち、各共通電極５１の静電容量に
基づいて）、タッチイベントの検出を行う。より具体的には、コントローラ３７は、各共
通電極５１の静電容量に基づいて表示パネル２に物体が接触した位置を算出する。
【００８８】
　上述のように、共通電極５１が行列に並んで配置されている構成においても、表示装置
１が、相互容量方式によるタッチイベントの検出に対応するように構成されてもよい。図
１４、図１５は、このような場合の表示装置１の構成を示している。図１４に図示されて
いるように、表示パネル２のＹ検出電極４６は、共通電極５１の各行に対応するように設
けられており、対応する行の共通電極５１と交差するように設けられている。加えて、表
示ドライバ３に送信側ドライバ３８が設けられる。
【００８９】
　相互容量方式によるタッチイベント検出が行われる場合、表示ドライバ３は、下記のよ
うに動作する。表示ドライバ３のコントローラ３７は、スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓ
ｅｌをアサートする。スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌのアサートに応答して、各共
通電極５１に対応するスイッチ５３がターンオンされ、各共通電極５１に対応するスイッ
チ５４がターンオフされる。これにより、表示パネル２において各共通電極５１が対応す
るソース線１７を介して対応するソース入力端子１３に接続される。一方、セレクタ３５
は、コントローラ３７による制御の下、ソース出力端子３１を送信側ドライバ３８の出力
に接続する。送信側ドライバ３８は、セレクタ３５を介してソース出力端子３１から駆動
電圧を表示パネル２の各共通電極５１に供給する。静電容量検出回路３６は、各共通電極
５１と各Ｙ検出電極４６の間の静電容量を検出し、検出した静電容量を示す静電容量デー
タを生成する。コントローラ３７は、静電容量検出回路３６から受け取った静電容量デー
タに基づいて（即ち、各共通電極５１と各Ｙ検出電極４６の間の静電容量に基づいて）、
表示パネル２に物体が接触した位置を算出する。
【００９０】
　図１２～図１５に図示されている構成では、全ての共通電極５１がスイッチ５４を介し
てＶＣＯＭライン５５に接続されているが、図１６に図示されているように、共通電極５
１の各列に沿ってＶＣＯＭライン５６が設けられてもよい。ＶＣＯＭライン５６は、ＶＣ
ＯＭ入力端子２０に接続され、共通電圧ＶＣＯＭを各共通電極５１に供給するために用い
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られる。
【００９１】
　図１７は、この場合の表示パネル２の構成を示している。各共通電極５１について接続
ノード５７が設けられ、各ＶＣＯＭライン５６は、対応する共通電極５１の列の接続ノー
ド５７に接続される。図１６、図１７に図示された構成の表示装置１の動作が、共通電圧
ＶＣＯＭを各共通電極５１に供給する経路が異なるだけで図１４、図１５に図示された構
成の表示装置１と本質的には同一であることは当業者には容易に理解されよう。
【００９２】
　図１８は、更に他の実施形態の表示装置１を図示している。図１８の構成の表示装置１
では、図１４、図１５に図示されている構成の表示装置１と同様に、共通電極５１が行列
に配置されているが、時分割駆動によってソース線１７が駆動される点で相違する。より
具体的には、表示パネル２の１つのソース入力端子１３に対して３本のソース線１７が設
けられており、該３本のソース線１７は、それぞれ、異なる色の副画素の画素回路に接続
されている。
【００９３】
　図１９に図示されているように、各ソース入力端子１３に対応する３本のソース線１７
は、赤色の副画素に対応するソース線１７ｒと、緑色の副画素に対応するソース線１７ｇ
と、青色の副画素に対応するソース線１７ｂとで構成されている。ソース線１７ｒに沿っ
て赤色の副画素の画素回路（図示されない）が配置され、赤色の副画素の画素回路は、ソ
ース線１７ｒに接続される。同様に、ソース線１７ｇに沿って緑色の副画素の画素回路（
図示されない）が配置され、緑色の副画素の画素回路は、ソース線１７ｇに接続される。
また、ソース線１７ｂに沿って青色の副画素の画素回路（図示されない）が配置され、青
色の副画素の画素回路は、ソース線１７ｂに接続される。
【００９４】
　時分割駆動を行うために、表示パネル２にソース線選択回路２９が設けられる。ソース
線選択回路２９は、赤色の副画素に対応するソース線１７ｒとソース入力端子１３との間
に接続されたスイッチ３０ｒと、緑色の副画素に対応するソース線１７ｇとソース入力端
子１３との間に接続されたスイッチ３０ｇと、青色の副画素に対応するソース線１７ｂと
ソース入力端子１３との間に接続されたスイッチ３０ｂとを備えている。スイッチ３０ｒ
、３０ｇ、３０ｂには、それぞれ、表示ドライバ３のコントローラ３７によって生成され
た赤色選択信号Ｒ＿ｓｅｌ、緑色選択信号Ｇ＿ｓｅｌ、青色選択信号Ｂ＿ｓｅｌが供給さ
れる。スイッチ３０ｒは、赤色選択信号Ｒ＿ｓｅｌに応答して動作し、スイッチ３０ｇは
、緑色選択信号Ｇ＿ｓｅｌに応答して動作し、スイッチ３０ｂは、青色選択信号Ｂ＿ｓｅ
ｌに応答して動作する。
【００９５】
　加えて、ソース入力端子１３のそれぞれに対応して接続ライン５８が設けられる。接続
ライン５８は、各ソース入力端子１３に対応する３本のソース線１７ｒ、１７ｇ、１７ｂ
に沿って設けられる。共通電極５１の各列について複数の接続ライン５８が設けられてお
り、各共通電極５１は、互いに異なる接続ライン５８に接続されている。各共通電極５１
は、複数の接続ライン５８に接続され得るが、各接続ライン５８についてみれば、各接続
ライン５８に接続される共通電極５１の数は１つであることに留意されたい。各接続ライ
ン５８は、スイッチ回路１５のスイッチ１８を介して対応するソース入力端子１３に接続
される。
【００９６】
　続いて、図１８、図１９に図示されている構成の表示装置１の動作について説明する。
　駆動動作が行われる場合、表示装置１の表示ドライバ３は、下記のように動作する。表
示ドライバ３のコントローラ３７は、スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌをネゲートす
る。スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌのネゲートに応答して、ＶＣＯＭスイッチ回路
２１の各スイッチ２７がターンオンされ、スイッチ回路１５の各スイッチ１８がターンオ
フされる。これにより、各共通電極５１がＶＣＯＭアンプ３９に接続される。ＶＣＯＭア
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ンプ３９は、各共通電極５１に共通電圧ＶＣＯＭを供給する。更に、セレクタ３５は、コ
ントローラ３７による制御の下、ソース出力端子３１をソースドライバ回路３３の出力に
接続する。
【００９７】
　赤色の副画素の画素回路を駆動する場合、コントローラ３７は、赤色選択信号Ｒ＿ｓｅ
ｌをアサートし、緑色選択信号Ｇ＿ｓｅｌ、青色選択信号Ｂ＿ｓｅｌをネゲートする。こ
れにより、赤色の副画素に対応するソース線１７ｒがソース入力端子１３に接続される。
ソースドライバ回路３３は、セレクタ３５を介してソース信号を表示パネル２のソース入
力端子１３に供給する。このような動作により、ソース線１７ｒに接続されている画素回
路（即ち、赤色の副画素の画素回路）にソース信号が供給される。
【００９８】
　同様に、緑色の副画素の画素回路を駆動する場合、コントローラ３７は、緑色選択信号
Ｇ＿ｓｅｌをアサートし、青色選択信号Ｂ＿ｓｅｌ、赤色選択信号Ｒ＿ｓｅｌをネゲート
する。これにより、緑色の副画素に対応するソース線１７ｇがソース入力端子１３に接続
される。ソースドライバ回路３３は、セレクタ３５を介してソース信号を表示パネル２の
ソース入力端子１３に供給する。このような動作により、ソース線１７ｇに接続されてい
る画素回路（即ち、緑色の副画素の画素回路）にソース信号が供給される。
【００９９】
　また、青色の副画素の画素回路を駆動する場合、コントローラ３７は、青色選択信号Ｂ
＿ｓｅｌをアサートし、赤色選択信号Ｒ＿ｓｅｌ、緑色選択信号Ｇ＿ｓｅｌをネゲートす
る。これにより、青色の副画素に対応するソース線１７ｂがソース入力端子１３に接続さ
れる。ソースドライバ回路３３は、セレクタ３５を介してソース信号を表示パネル２のソ
ース入力端子１３に供給する。このような動作により、ソース信号がソース線１７ｂに接
続されている画素回路（即ち、青色の副画素の画素回路）に供給される。以上に述べられ
た動作により、表示回路１１の各画素回路が駆動される。
【０１００】
　一方、自己容量方式によるタッチイベント検出が行われる場合、表示ドライバ３は、下
記のように動作する。表示ドライバ３のコントローラ３７は、スイッチ制御信号ｔｏｕｃ
ｈ＿ｓｅｌをアサートする。スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌのアサートに応答して
、スイッチ回路１５の各スイッチ１８がターンオンされ、ＶＣＯＭスイッチ回路２１の各
スイッチ２７がターンオフされる。これにより、表示パネル２において各共通電極５１が
対応するソース入力端子１３に接続される。一方、セレクタ３５は、コントローラ３７に
よる制御の下、ソース出力端子３１を静電容量検出回路３６の入力に接続する。これによ
り、表示パネル２の各共通電極５１が静電容量検出回路３６の入力に接続される。静電容
量検出回路３６は、各共通電極５１の静電容量を検出し、検出した静電容量を示す静電容
量データを生成する。コントローラ３７は、静電容量検出回路３６から受け取った静電容
量データに基づいてタッチイベントの検出を行う。より具体的には、コントローラ３７は
、各共通電極５１の静電容量に基づいて表示パネル２に物体が接触した位置を算出する。
【０１０１】
　また、相互容量方式によるタッチイベント検出が行われる場合、表示ドライバ３は、下
記のように動作する。表示ドライバ３のコントローラ３７は、スイッチ制御信号ｔｏｕｃ
ｈ＿ｓｅｌをアサートする。スイッチ制御信号ｔｏｕｃｈ＿ｓｅｌのアサートに応答して
、スイッチ回路１５の各スイッチ１８がターンオンされ、ＶＣＯＭスイッチ回路２１の各
スイッチ２７がターンオフされる。これにより、表示パネル２において各共通電極５１が
対応するソース入力端子１３に接続される。一方、セレクタ３５は、コントローラ３７に
よる制御の下、ソース出力端子３１を送信側ドライバ３８の出力に接続する。送信側ドラ
イバ３８は、セレクタ３５を介してソース出力端子３１から駆動電圧を表示パネル２の各
共通電極５１に供給する。静電容量検出回路３６は、各共通電極５１と各Ｙ検出電極４６
の間の静電容量を検出し、検出した静電容量を示す静電容量データを生成する。コントロ
ーラ３７は、静電容量検出回路３６から受け取った静電容量データに基づいて（即ち、各
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共通電極５１と各Ｙ検出電極４６の間の静電容量に基づいて）表示パネル２に物体が接触
した位置を算出する。
 
【０１０２】
　図１８、図１９の構成では、ソース線１７に加えて接続ライン５８が設けられているが
、その代わりに、各共通電極５１にスイッチを個別に設ける必要が無いという利点がある
。図１２～図１７に図示されている構成では、共通電極５１のアレイの中に表示回路１１
の各画素回路を避けながらスイッチ５３、５４を配置する必要がある。これは、表示パネ
ル２のレイアウト設計を複雑化させ得る。一方、図１８、図１９の構成では、各共通電極
５１とソース入力端子１３とを電気的に接続するスイッチ１８が、ソース入力端子１３の
近傍にあるスイッチ回路１５に集約されているので、レイアウト設計が容易になる。
【０１０３】
　以上には、本発明の実施形態が具体的に記述されているが、本発明は、上記の実施形態
に限定されない。本発明が種々の変更と共に実施され得ることは、当業者には理解されよ
う。
【符号の説明】
【０１０４】
１　　　　：表示装置
２　　　　：表示パネル
３　　　　：表示ドライバ
１１　　　：表示回路
１２　　　：ゲートドライバ回路
１３　　　：ソース入力端子
１４　　　：タッチ検出電極群
１５　　　：スイッチ回路
１６　　　：共通電極
１７、１７ｒ、１７ｇ、１７ｂ：ソース線
１８　　　：スイッチ
１９　　　：スイッチ回路
２０　　　：ＶＣＯＭ入力端子
２１　　　：ＶＣＯＭスイッチ回路
２２　　　：ＶＣＯＭスイッチ回路
２３　　　：スイッチ制御端子
２４、２５：インバータ
２６、２７、２８：スイッチ
２９　　　：ソース線選択回路
３０ｒ、３０ｇ、３０ｂ：スイッチ
３１　　　：ソース出力端子
３２　　　：パネルインタフェース回路
３３　　　：ソースドライバ回路
３３ａ　　：接続配線
３４　　　：タッチ検出回路
３４ａ　　：接続配線
３５　　　：セレクタ
３６　　　：静電容量検出回路
３７　　　：コントローラ
３８　　　：送信側ドライバ
３９　　　：ＶＣＯＭアンプ
４１　　　：ＴＦＴ基板
４２　　　：対向基板
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４３　　　：液晶
４４　　　：ガラス基板
４５　　　：半導体回路
４６　　　：Ｙ検出電極
５１　　　：共通電極
５２　　　：コンタクト
５３、５４：スイッチ
５５、５６：ＶＣＯＭライン
５７　　　：接続ノード
５８　　　：接続ライン
６１、６１Ａ：外部タッチコントローラ
６２　　　：静電容量検出回路
６２ａ　　：接続配線
６３　　　：送信側ドライバ
６３ａ　　：接続配線
６４　　　：コントローラ
６４ａ　　：制御バス

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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